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新
春
恒
例
の
「
消
防
出
初
式
」
が
１
月
11
日
、
本
渡
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
各
方
面
隊
対
抗
の
「
放
水
競
技
」
で
は
、
消
防
団
員
が
地
上
20
ｍ
の
と
こ
ろ
に
設
置

さ
れ
た
か
ご
の
中
の
ボ
ー
ル
を
ね
ら
っ
て
力
強
い
放
水
を
披
露
。
ボ
ー
ル
を
落
と
す
速
さ

や
、
消
火
機
具
の
取
り
扱
い
の
正
確
さ
な
ど
を
競
い
ま
し
た
（
19
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

「
地
上
20
ｍ
に
あ
る
標
的
ね
ら
っ
て
〝
放
水
始
め
！
〞
」
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市・県民税の申告日程

●
申
告
案
内
ハ
ガ
キ

●
印
鑑

※
税
務
署
か
ら
の
申
告
書
と
、
市
役

所
か
ら
の
申
告
案
内
ハ
ガ
キ
の
両

方
が
届
い
た
人
は
、
税
務
署
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
申
告
の
際
に
必
要
な

も
の
は
、
申
告
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の

所
得
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

◆
給
与
、
年
金
所
得
が
あ
る
人

●
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

給
与
支
払
証
明
書

●
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、

源
泉
徴
収
票（
原
本
）と
本
人
名
義

の
預
貯
金
通
帳
（
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

◆
事
業
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

●
収
入
（
売
上
額
・
出
荷
額
・
水
揚

げ
額
等
）
や
経
費
な
ど
が
わ
か
る

書
類
や
帳
簿

●
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書

●
領
収
証

●
収
支
内
訳
書（
所
得
の
種
類
ご
と
、

経
費
な
ど
の
科
目
ご
と
に
計
算〔
合

計
〕し
て
き
て
く
だ
さ
い
。計
算
を

し
て
い
な
い
と
、
申
告
の
順
番
が

後
回
し
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
農
業
所
得
は
、
収
支
計
算
に
よ
る

申
告
と
な
り
ま
す
。
販
売
（
出
荷
）

伝
票
や
、
必
要
経
費
が
わ
か
る
領

収
書
・
営
農
口
座
の
通
帳
な
ど
を

項
目
ご
と
に
分
け
て
集
計
し
、
収

支
内
訳
書
（
各
農
協
の
広
報
紙
に

折
り
込
ま
れ
た
簡
易
収
支
内
訳
書

で
も
可
）に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、自
家
消
費
分
に
つ
い
て
は
、

収
穫
量
を
記
録
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
（「
も
み
で
○
俵
」
な
ど
）。

 

◆
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

●
年
金
や
健
康
保
険
料（
税
）な
ど
の

領
収
書
ま
た
は
納
税
額
確
認
書

●
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

※
昨
年
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
年
金

か
ら
の
差
し
引
き（
特
別
徴
収
）が

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
る
保
険
料（
税
）の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

受
給
者
本
人
の
み
と
な
り
ま
す
。

 

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

●
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
や
明

細
書

市・県民税の申告  が始まります市・県民税の申告  が始まります市・県民税の申告  が始まります市・県民税の申告  が始まります市・県民税の申告  が始まります市・県民税の申告  が始まります
２月12日㊍～  ３月16日㊊２月12日㊍～  ３月16日㊊

市・県民税の申告は必要ありません

平成20年中に
　収入はありましたか？

１月１日現在、天草市に
住所がありましたか？

１月１日現在、住所があった市町村に
申告の要・不要を確認してください

収入は公的年金のみですか？

給与収入がありましたか？

税務署に確定申告書を
　　　　提出しますか？

勤務先が市役所に給与支払
報告書を提出していますか？
（不明な場合は勤務先へご確認ください）

給与のほかに営業・農業・不動産・年金・
報酬などの収入がありましたか？

市役所から無収入の申告ハガキ
が送られてきましたか？

無収入の申告ハガキを
　　　　　提出しましたか？

はい いいえ

はい

いいえ

（　　　　　　　　　　　　　　  ）
スタート

　国民健康保険や福祉・医療関係の
証明などに必要となりますので、

市・県民税の申告が必要です
※日程は３～5ページに掲載

　給与以外の所得が20万円以下の
ときは所得税の申告は不要ですが、

市・県民税の申告は必要です
※日程は３～5ページに掲載

市・県民税の申告が必要です
※日程は３～5ページに掲載

市・県民税の申告は必要ありません
　ただし、年末調整をしていない人で、
扶養控除や社会保険料控除などの所得控
除を受ける場合は、申告してください

市・県民税の申告は必要ありません
　ただし、扶養控除や社会保険料控除などの
所得控除を受ける場合は、申告してください

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
収
支

内
訳
書
の
作
成
が
必
要
な
所
得
が
あ

る
人
（
税
務
署
で
申
告
す
る
人
を
除

く
）
で
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
人
に
は
、
申
告
案
内
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
申
告
案
内
ハ
ガ
キ
が
届

い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
平
成
20
年

中
に
収
入
が
あ
っ
た
人
で
、
下
表
で

市
･
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
っ

た
人
は
、
各
申
告
会
場
（
３
〜
５
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
本
庁
・
市
民
税
課
や
各

支
所
・
総
務
振
興
課
で
の
申
告
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

平
成
19
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た

人
に
は
、
無
収
入
の
申
告
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
同
20
年
中
も
無

収
入
だ
っ
た
場
合
に
限
り
、
無
収
入

の
申
告
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
返
送
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
申
告

は
完
了
し
ま
す
（
申
告
会
場
で
申
告

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
青
色
申
告
や
譲
渡
所
得
申

告
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初

め
て
受
け
る
場
合
は
、
税
務
署
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

営業・農業・不動産などの
　収入はありましたか？

市
・
県
民
税
の

　
　

 

申
告
が
必
要
な
人
は

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

２/12㊍

２/13㊎

２/16㊊

２/17㊋

２/18㊌

２/19㊍

２/20㊎

２/23㊊

２/24㊋

久保、中原、寺中
東、寺中西、横頭、
後家、中村
大門、今村、釜、錦
島、亀島、大友尻、
立浦東、立浦西
宇土、春登、後堀、
開場、友尻
下浜田、上浜田

大迫、宇津木、大
地、大林

仲の塩屋、間伏、江
川舟江、東宇土

瀬戸上、瀬戸中央、
加志
中岳、金ノ入、樫ノ
木、豆木場、屋形
上在郷、下在郷、宮
口、元

平、下門、辺田、大
久保、内目、中、笹
生
大平、観音、方原
上、方原下、舟津１
～６、東大平
通山、寺中、新町、
粟島
恵比曽、上、住吉、
新田
久々山・平床、道目
木、大野、迫、寺の
尾・仮俣、長野
西宇土、村、下、横
辺田、野添、大松
戸、日高野
仲ノ浦、知ヶ崎、塚
田、焼野、瀬戸町
樫の実鶴、長迫、
村、平、市古木
堀之内、町、松原、
洲ノ崎

楠浦町公民館

亀場町公民館

枦宇土町公民館

志柿町公民館

宮地岳町公民館

佐伊津町公民館

２/25㊌

２/26㊍

２/27㊎

３/２㊊

３/３㊋

３/４㊌
３/５㊍
３/６㊎
３/９㊊
３/10㊋

３/11㊌

３/12㊍
３/13㊎
３/15㊐
３/16㊊

金ヶ丘、寺の尾、ほ
んどの森、旭町
東外園、西外園、村、
松崎、西、野中樫木
上小手、湯貫、柿
塚、石場
平、引地、前原、二
又、福岡下

中鶴、下鶴、八久
保、新休上、新休下

城下、浜崎、中村
山仁田、本泉
広瀬、大矢崎
茂木根釜
山の手、下町
中南、上南

西浜、船之尾、古川
川原新町、中山口、内柿
予備日
予備日

三軒屋、浜洲、明瀬

江浦須森、下船場、中船場、
上船場、後小手、前小手
金焼１～３、広崎
ヶ浦、崎野、平床
福岡上、平床下、田原、万
所、宇土野、鉾、広野、梶
山、永野、洗切、田代、上鶴
横久保、上掛道、下
掛道、道面、下向、枦
の原下、枦の原上
牛の首、馬場
今釜、今釜新町
小松原、大門口
茂木根村
浄南
浜津、港町、土手、
上町、東浜
下川原、上川原
溝端、山の口、半河内

佐伊津町公民館

下浦町公民館

本町公民館

天草市民
センター

９：00～12：00 13：00～16：00
月  日 対  象  地  区 申告会場

９：00～12：00 13：00～16：00
月  日 対  象  地  区 申告会場

【本渡地区】

　昨年１年間の営業や事業収入の総決算を行う
税の申告時期がやってきました。今月号では、
申告の要・不要の判断の目安や申告の際の持参
品、申告日程（３～５ページに掲載）などをお
知らせします。

市・県民税の申告が市・県民税の申告が

申
告
の
際
に

　
　
　

 

必
要
な
も
の
は
？
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●
生
命
保
険
や
医
療
保
険
の
高
額
療

養
費
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

の
明
細
書

●
介
護
保
険
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

支
給
決
定
通
知
書

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
と
き
は
、
領
収
書
と
医
師
の
お

む
つ
使
用
証
明
書
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
被
保
険
者
で

お
む
つ
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

は
、
２
年
目
か
ら
市
が
発
行
す
る

確
認
書
と
領
収
書
で
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
本

庁
・
高
齢
者
支
援
課
へ
お
尋
ね
を
。

※
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
支

給
額
明
細
書
が
必
要
な
人
は
、
保

険
証
を
持
参
し
、
本
庁
・
保
険
年

金
課
ま
た
は
牛
深
支
所
・
市
民
課
、

そ
の
他
の
支
所
・
市
民
生
活
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

◆
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人

●
障
害
者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書

※
認
定
書
は
、
身
体
や
精
神
に
障
が

い
が
あ
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
そ

の
障
が
い
が
①
身
体
障
害
１
〜
６

級
②
知
的
障
害
の
軽
度
・
中
度
・
重

度
③
寝
た
き
り
、
と
同
じ
程
度
と

認
め
ら
れ
る
人
に
発
行
し
ま
す
。

①
と
②
は
本
庁
・
社
会
福
祉
課
で
、

③
は
同
・
高
齢
者
支
援
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
牛
深
支
所
・
保

健
福
祉
課
と
そ
の
他
の
支
所
・
市

民
生
活
課
で
も
申
請
で
き
ま
す
）。

 

◆
生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料

　
　
　
　
　
　

  

控
除
を
受
け
る
人 

●
支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書

 

◆
雑
損
控
除
を
受
け
る
人

●
被
災
証
明
書

●
被
害
を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の
明

細
書
や
、
支
払
っ
た
修
繕
費
な
ど

の
領
収
書

●
損
害
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
の
明
細
書

 

◆
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
人

●
寄
付
金
の
受
領
証
な
ど

※
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
自
治
体
へ

の
寄
付
）
を
し
た
場
合
も
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
市
･
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
本
庁
・
市
民
税
課
市
民

税
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
１
４

５
ま
た
は
各
支
所
・
総
務
振
興
課

税
務
担
当
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
天
草
税
務
署
☎
㉒
２
５
１
０

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
（
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
）
を
受
け
て
い
る

人
の
中
に
は
、
平
成
19
年
度
に
実

施
さ
れ
た
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
所

得
税
が
減
額
と
な
り
、
同
控
除
を

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
所

得
税
か
ら
引
き
き
れ
な
か
っ
た
額

を
翌
年
度
の
市
・
県
民
税
か
ら
控

除
す
る
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
措
置
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
毎
年
、「
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
人
。①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
人
（
平
成
11
年

か
ら
同
18
年

ま
で
に
入
居

し
た
人
に
限

る
）②
住
宅

ロ
ー
ン
控
除

可
能
額
が
、

平
成
20
年
分

の
所
得
税
額

を
超
え
て
い
る
人
。

▼
提
出
期
限
＝
３
月
16
日
㊊
ま
で
。

▼
提
出
方
法
＝
●
確
定
申
告
を
し

な
い
人…

申
告
書
に
年
末
調
整

済
み
の
源
泉
徴
収
票
を
添
え

て
、
今
年
１
月
１
日
に
住
所
が

あ
っ
た
市
町
村
（
本
市
の
場
合

は
、
本
庁
・
市
民
税
課
ま
た
は

各
支
所
・
総
務
振
興
課
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。●
確
定
申

告
を
す
る
人…

税
務
署
で
確
定

申
告
を
す
る
際
に
申
告
書
も
あ

わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

注…

申
告
書
は
、
平
成
20
年
度

に
市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
た
人
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
・
市
民

税
課
ま
た
は
各
支
所
・
総
務
振

興
課
、
天
草
税
務
署
、
市
・
県

民
税
の
各
申
告
会
場
に
備
え
付

け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
で
も
取
得
で
き
ま
す
。

※

詳
細
は
、
本
庁
・
市
民
税
課
市

民
税
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１

１
４
５
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●２月16日㊊～３月16日㊊（土・日曜日を除く）
　　午前９時～午後４時／天草税務署
●２月18日㊌・翌19日㊍
　　午前９時～午後４時／牛深支所

所得税確定申告の日程

※本庁・市民税課や各支所・総務振興課での申告はでき
ません。
※青色申告や譲渡所得申告、住宅借入金などの特別控除
を初めて受ける場合は、税務署で申告してください。

←
←

市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　

毎
年
、
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す

市・県民税の申告日程

２/12㊍

２/13㊎

２/16㊊

２/17㊋

２/20㊎

２/23㊊

２/24㊋
３/９㊊

３/10㊋

３/11㊌

３/12㊍

３/13㊎
３/16㊊

２/12㊍

２/13㊎

２/16㊊

深海町下平、東
多々良
深海町舟津、浅海
久玉町山の浦

久玉町内の原

二浦町亀浦

魚貫町一区、二区

牛深町須口
牛深町岡東
牛深町岡一区、二
区、三区、四区
牛深町加世浦

牛深町宮崎、天附

予備日
予備日

大浦（山浦、船津、
横洲、東）
楠甫（下毛、山浦、
中津浦）
須子（北区、東区、
祇園区）

深海町中浦

深海町浅海
久玉町村田、かじ
や、明石、中の浦、
大の浦
久玉町吉田、大脇、
上揚
二浦町早浦、天草
町向辺田、河浦町
四名田・綿内
魚貫町浦越、福津、
池田
牛深町須口、茂串

牛深町船津、真浦

牛深町加世浦、鬼
塚
牛深町天附、元下
須

大浦（白当、大間崎、
桑の浦、小畦・水車）
楠甫（下村、江の
浦、蛤）
須子（中央区、昭和
区、西区）

ふかみふれあ
いセンター

くたまふれあ
いセンター

二浦地区多目的
研修集会施設

魚貫出張所

須口健康センター

牛深支所
２階会議室

大浦公民館

楠甫公民館

須子公民館

２/17㊋

２/18㊌

２/19㊍

２/20㊎

２/23㊊

２/24㊋

２/25㊌

２/26㊍

３/５㊍
３/６㊎
３/９㊊

３/10㊋

３/11㊌
３/12㊍

２/27㊎

３/２㊊

赤崎（１区、２区、
３区）
上津浦（１区、２
区、３区）
下津浦（下、迫、平）

小島子（上、下）
大島子（入角・鬼
塚、下・江口）

村・向、唐木崎

上脇、下脇、上竹地

牧本、長浦、椛の木
（※9：00～11：30）

境目
西ノ原
引地、中浦
松尾、小浦、新町

南平、旭、目玉
曙、倉本

大河内、中河内（大
原、大平、中ノ門）
打田、村（上、下、松
尾）

赤崎（４区、５区、
６区、７区）
上津浦（４区、５区、６
区、７区、８区、９区）
下津浦（宮本、山
浦）
大島子（鷲口、上・園田）
大島子（船津、中
津、東沖の田、西沖
の田、大矢）

古屋敷、元浦、大浦

下竹地、越地、外平

横浦、杉浦、﨑浦

浜田
才ツ原、大宮田
向名桐、名桐
中原、家久栄、赤仁
田、平野
山崎、上揚、鳴川
小崎、歳川、横道

中河内（中村）、下
河内
村（平の口、白洲団地、
白洲西団地）、山浦

有明保健セ
ンター

上津浦公民館

下津浦公民館

島子公民館

御所浦島開発総
合センター２階
御所浦漁村セ
ンター２階
あこうの里ふれあ
い館／横浦島コミ
ュニティセンター

倉岳漁村セ
ンター

倉岳老人憩
いの家

倉岳多目的研
修集会施設

栖本福祉会館

９：00～12：00 13：00～16：00
月  日 対  象  地  区 申告会場

９：00～12：00 13：00～16：00
月  日 対  象  地  区 申告会場

３/３㊋

３/４㊌

２/12㊍
２/13㊎

２/16㊊

２/17㊋

２/18㊌

３/13㊎

２/19㊍
２/20㊎
２/23㊊
２/24㊋
２/25㊌
２/26㊍
２/27㊎
３/２㊊
３/３㊋

３/４㊌

川下

湯船原下（中町、新
町、本町、住宅）、
浜、古江（久木山
上、久木山下、中）

村中、東
碇石上
釜、大宮

小峰、下大多尾、大
多尾中央

馬場下、渡の浦、
平、棒の鶴
高二、立

１区
２区
５区
６区、７区
９区、10区
13区、14区
28区、29区
19区（島上）
21区
22区（小峰、丸木
場、下方）

湯船原上、湯船原
下（樋ノ口、野田
迫、梅迫）
古江（松葉、井手
尾、辻）、稚児崎

西、港
碇石下
大宮地中央、中浪、
中山
浦方先、浦方中、浦
方新開、長野、天
樫、横島
馬場上、切越、諏
訪、宮地浦
―――

31区
２区、４区
３区
12区
８区、11区
15区、16区、17区
18区、30区
19区（島下）
20区
22区（九両、橋柿、
柳原）

栖本福祉会館

中田公民館
碇石公民館

大宮地公民館

大多尾公民館

新和町民セ
ンター
宮南公民館

五和町コミ
ュニティセ
ンター

鬼池公民館

五和漁村セ
ンター

地域交流セ
ンターおお
くす

３/５㊍
３/６㊎

３/９㊊

３/10㊋

３/11㊌

３/12㊍

３/13㊎

２/25㊌

２/26㊍
２/27㊎
３/２㊊
３/３㊋
３/４㊌
３/５㊍
３/６㊎

27区
24区

上、中（川向、村中）

轟、湯の本
諏訪、元向内峰、大
庵皿山
大江中央、越崎、野
中
鬼海、下田南中央、佃浜

下町、中町、船津、
向江
松崎、西高根
本郷北、女岳出
上津留、下津留
板之河内、益田
下田
久留
主留、古江

23区、26区
25区

中（佐世布河内、六
本木）、下
長畑、宮の本
白木、中向、宮の平、
松下、上河内大野
浜里、横浜、唐﨑、
軍ヶ浦
̶̶̶̶̶̶

志茂、西河内、大川
内、小島
舟津、本郷南
女岳外、上平
立原、市平
今村、平野、十三野
葛河内、倉田
中村、白木河内
路木

地域交流セン
ターおおくす

福連木多目
的集会所
天草町民センター

天草支所

大江漁村セ
ンター
下田南公民館

富津出張所

宮野河内出
張所
新合出張所

河浦支所

９：00～12：00 13：00～16：00
月  日 対  象  地  区 申告会場

９：00～12：00 13：00～16：00
月  日 対  象  地  区 申告会場

【牛深地区】（※天草町向辺田と河浦町四名田・綿内を含む）

【御所浦地区】

【倉岳地区】

【栖本地区】

【有明地区】

【栖本地区】

【天草地区】（※天草町向辺田は【牛深地区】の日程をご覧ください）

【河浦地区】（※河浦町四名田・綿内は【牛深地区】の日程をご覧ください）

【新和地区】

【五和地区】

※

注

※

注



男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
を
！

男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
を
！

　

本
市
は
、
平
成
19
年
２
月
17
日
に〝
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
〞と

な
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
月
17
日
を
含
む
１
週
間
を
「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
と
定
め
、
毎
年
、
同
週
間
事
業
を
実
施
。
今
年
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
参
加
料
は
無
料

で
す
。
皆
さ
ん
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
男
女
共
同
参
画
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

天
草
つ
ん
の
で
フ
ェ
ス
タ

〜
あ
な
た
ら
し
く  

私
ら
し
く  

男
女  

輝
く
ま
ち
〜

　
　
　

栖
本
福
祉
会
館

《
第
１
部
》〔
手
話
通
訳
あ
り
〕

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
栖
本
太
鼓
踊
り
」

（
市
青
年
団
栖
本
支
部
）

人
権
作
文
の
発
表

有
明
中
学
校
２
年
・
宮
﨑
克
也
さ
ん（
平
成
20
年
度
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト「
奨
励
賞
」受
賞
）。

事
例
発
表

つ
ら
い
こ
と
な
ど
、へ
の
か
っ
ぱ（
栖
本
町
・
平
田
シ
ゲ
子
さ
ん
）

子
ど
も
っ
て
い
い
な
（
天
草
東
高
校
）

恐
竜
の
島
・
御
所
浦
で
き
ば
る
夫
婦
船
〜
男
女
共
同
参

画
か
ら
地
域
の
活
性
化
〜（
御
所
浦
町
・
長
塚
己
樹
さ
ん
）

寸
劇
「
は
し
と
さ
ら
ば
」（
倉
岳
町
・
こ
っ
ぱ
劇
団
）

《
第
２
部
》〔
手
話
通
訳
あ
り
〕

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

へ
の
か
っ
ぱ
音
頭
（
栖
本
保
育
所
）

記
念
講
演

演
題
＝「
山
下
さ
ん
ち
の
物
語
・

男
女
共
同
参
画
社
会
編
」

講
師
＝
宝
井
琴
桜
さ
ん（
講
談
師
）

美
味
か
も
ん
、よ
か
も
ん 

物
産
市

有
明
・
御
所
浦
・
倉
岳
・
栖
本
地
区
の
特
産
品
な
ど

を
販
売
。
山
菜
お
こ
わ
や
弁
当
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
示

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
、
栖
本
地
区
の

小
・
中
学
生
の
絵
画
や
作
文
な
ど
を
展
示

男
の
料
理
実
習

栖
本
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
の
指
導

で
、天
草
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
作
り
ま
す
。

介
護
講
座

介
護
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※
無
料
託
児
あ
り
（
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話
で
本
庁
・

男
女
共
同
参
画
室
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
３
１
７
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
）。

※「
男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
」
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
本
庁
・
男
女
共
同
参
画
室
☎
㉓
１
１
１
１

内
線
１
３
１
７
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

稗
田
慶
子
講
演
会

　
　
　

天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル
ト
３
階
・
多
目

的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
＝「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る
た
め
に
」

講
師
＝
稗
田
慶
子
さ
ん
（
本
市
出
身
。
元
福
岡
県
副

知
事
〔
九
州
初
の
女
性
副
知
事
〕
で
、
現
・

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

理
事
長
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
気
づ
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
男
女
共
同
参
画
」

　
　
　

天
草
地
域
振
興
局
・
大
会
議
室
（
今
釜
新
町
）

「
気
づ
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
男
女
共
同
参
画
〜
お

か
し
い
な
ぁ
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、〝
生
き
や
す
い
社
会
〞に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
な
ど
に
「
男
の
料
理
実
習
」
ま
た
は
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

参
加
希
望
と
明
記
し
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

男
の
料
理
実
習
は
２
月
10
日
㊋
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
２
月
20
日
㊎（
い

ず
れ
も
必
着
）ま
で
に
本
庁
・
男
女
共
同
参
画
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
郵
送
・
持
参
〕 

〒
８
６
３
―
８
６
３
１

市
内
東
浜
町
８
番
１
号（
郵
送
の
場
合
は
住
所
記
載
不
要
）

天
草
市
役
所
・
男
女
共
同
参
画
室

〔
Ｆ　

Ａ　

Ｘ
〕
㉔
３
５
０
１

〔
電
子
メ
ー
ル
〕danjyokyodo@

city.am
akusa.lg.jp

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男

性
や
女
性
と
い
っ
た
性
別
に
よ
っ

て
生
き
方
が
決
め
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
各
自
の
個
性
や
能
力
に
応

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
方
を
選
択

で
き
、
男
女
が
と
も
に
責
任
を
担

っ
て
い
く
〝
み
ん
な
が
生
き
や
す

い
社
会
〞
の
こ
と
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
、
職
場
で
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
・
学
校
で
】

●
家
族
み
ん
な
で
積
極
的
に
家
事

や
子
育
て
、介
護
な
ど
を
行
い
、

喜
び
や
楽
し
み
を
分
か
ち
合
い

ま
し
ょ
う
。

●
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
子
ど
も

た
ち
の
個
性
や
能
力
を
生
か
し

た
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
し
ょ
う
。

【
地
域
で
】

●
男
女
平
等
・
対
等
の
視
点
で
、

社
会
の
慣
習
や
し
き
た
り
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
活
動
に
は
、
男
性
も
女
性

も
積
極
的
に
参
画
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
育
て
や
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
は
、
地
域
を
挙
げ

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
被
害
者
の
立
場
に

配
慮
し
な
が
ら
支
援
し
ま
し
ょ

う
。

●
各
種
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、行
政
は
、

協
力
し
合
っ
て
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

【
職
場
で
】

●
男
女
平
等
の
重
要
性
を
理
解

し
、
就
業
や
雇
用
の
分
野
で
の

均
等
な
機
会
と
待
遇
の
確
保
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
女
性
の
能
力
活
用
の
重
要
性
を

理
解
し
、
職
業
能
力
の
開
発
や

能
力
発
揮
の
支
援
に
努
め
る
と

と
も
に
、能
力
の
あ
る
女
性
は
、

管
理
職
や
役
員
な
ど
に
積
極
的

に
登
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
仕
事
と
育
児
や
介
護
の
両
立
支

援
の
た
め
、
就
業
条
件
の
整
備

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
女

性
の
再
就
職
や
職
場
復
帰
の
た

め
の
労
働
条
件
の
整
備
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

●
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
、
働

き
方
の
見
直
し
に
よ
り
、
男
性

の
家
庭
や
地
域
活
動
へ
の
参
画

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
男
の
料
理
実
習
」
と
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
応
募
方
法

13：00～14：45

14：00～15：3013：30～16：30

10：00～
15：00

11：00～
13：0012：00～

12：30 10：30～12：00

2／15㊐

2／24㊋
2／21㊏

と　

き

内　
　
　

容

と　

き

内　
　
　

容

み
ん
な

ひ
え
だ

き
ん
お
う

う　

ま
会 

場

会 

場
会 

場

参加者募集
先着20人
参加者募集
先着20人

参加者募集参加者募集
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【
国
民
健
康
保
険
】

　

国
保
の
加
入
者
数
と
医
療
費
の

推
移（
グ
ラ
フ
１
）を
見
る
と
、
加

入
者
数
は
平
成
16
年
度
ま
で
年
々

増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
17
年

度
以
降
は
減
少
し
て
お
り
、
同
19

年
度
は
４
万
９
、５
６
８
人
と
前

年
度
と
比
べ
、１
、３
１
１
人（
２
・

６
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
医
療
費
は
平
成
14
年
度

以
降
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

同
18
年
度
に
診
療
報
酬
が
改
定
さ

れ
る
な
ど
し
た
た
め
減
少
し
た
も

の
の
、同
19
年
度
は
２
５
６
億
３
、

７
８
６
万
円
と
前
年
度
と
比
べ
、

８
億
４
、３
９
１
万
円（
３
・
４
％
）

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保

険
税
な
ど
を
も
と
に
運
営
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増

え
続
け
る
と
、
国
保
の
財
政
が
さ

ら
に
ひ
っ
迫
し
た
状
態
と
な
り
、

保
険
税
の
増
額
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
老
人
保
健
】

　

老
人
保
健
は
平
成
14
年
10
月
か

ら
、
対
象
年
齢
が
70
歳
以
上
か
ら

75
歳
以
上
へ
と
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

受
給
者
数
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り

平
成
14
年
度
以
降
、
年
々
減
少
し

て
お
り
、
同
19
年
度
は
１
万
７
、

７
５
９
人
と
前
年
度
と
比
べ
、
８

１
４
人（
４
・
４
％
）減
少
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
医
療
費
を
見
る
と
、
受

給
者
数
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
17
年
度
ま
で
は

年
々
増
加
。
診
療
報
酬
の
改
定
な

ど
に
よ
り
同
18
年
度
は
減
少
し
た

も
の
の
、
同
19
年
度
は
１
７
７
億

８
、７
１
２
万
円
と
前
年
度
と
比

べ
、
２
億
２
、５
０
７
万
円（
１
・

３
％
）増
加
し
て
い
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
の
医
療
費（
グ
ラ

フ
３
）を
見
る
と
、
平
成
14
年
度

か
ら
年
々
増
加
し
、
同
19
年
度
に

１
０
０
万
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
医
療
費
の
増

加
な
ど
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な

高
齢
者
医
療
制
度
と
す
る
た
め
、

老
人
保
健
は
平
成
19
年
度
で
廃
止

さ
れ
、
同
20
年
４
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

医
療
費
は
な
ぜ
増
え
続
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
主
な
も
の

と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

◇
生
活
習
慣
病
患
者
の
増
加

　

治
療
に
長
い
期
間
を
必
要
と
す

る
高
血
圧
や
心
臓
病
、
が
ん
な
ど

の
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

◇
高
齢
社
会
の
進
展

　

高
齢
者
は
医
療
を
受
け
る
機
会

が
多
く
な
る
た
め
、
高
齢
社
会
の

進
展
が
医
療
費
の
増
加
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

◇
医
療
の
進
歩
・
高
度
化

　

新
薬
の
開
発
や
医
療
機
器
の
高

度
化
な
ど
、
医
療
の
進
歩
・
高
度

化
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
医
療
費
が
増
え
る
一
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
加
を
抑
え
る
た
め

に
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

　

国
保
の
平
成
19
年
度
診
療
分
・

疾
病
分
類
別
医
療
費
の
構
成
割
合

（
グ
ラ
フ
４
）を
見
る
と
、
脳
卒
中

や
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
が
ん
な

ど
生
活
習
慣
病
が
多
く
含
ま
れ
る

「
循
環
器
系
」「
内
分
泌
・
栄
養
・

代
謝
」「
新
生
物
」
が
、
全
体
の

34
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
気
が
付
か

な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
食
生
活
や
生
活
習
慣
の

改
善
に
心
が
け
、
適
度
な
運
動
を

す
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

◆
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
に
、
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の

健
康
診
断
を
年
に
１
回
は
受
け
ま

し
ょ
う
。

◆
か
か
り
つ
け
医
や
薬
局
を
決
め
る

　

身
近
で
頼
れ
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
自
分
や

家
族
の
病
歴
を
把
握
し
て
も
ら
っ

た
う
え
で
受
診
で
き
る
の
で
、
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

健
康
管
理
の
相
談
相
手
に
も
な
っ

て
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り

つ
け
薬
局
を
決
め
て
お
く
と
、
内

科
や
外
科
な
ど

複
数
の
医
療
機

関
で
受
診
し
た

と
き
な
ど
の
薬

の
重
複
を
な
く

し
、
医
薬
品
に

よ
る
被
害
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
重
複
受
診
を

　
　
　

や
め
る

　

一
つ
の
症
状

で
複
数
の
医
療

機
関
に
か
か
っ

て
い
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
医

療
機
関
を
替
わ

る
た
び
に
同
様
の
検
査
や
治
療
、

注
射
を
し
た
り
、
薬
を
も
ら
っ
た

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う

な「
重
複
受
診
」は
む
だ
な
医
療
費

を
増
や
す
ば
か
り
で
な
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
人
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
医
療
機
関
へ
の
か
か

り
方
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
違
う
病
気
の
た
め
、
複

数
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
に

別
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
る

こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
重
複
・
頻
回
受
診
者

へ
の
訪
問
指
導
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
健
康
に
不

安
が
あ
る
た
め
に
一
つ
の
病
気
で

複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い

る
人
や
、
毎
日
の
よ
う
に
通
院
し

て
い
る
人
に
、
市
の
看
護
師
が
訪

問
し
、
自
分
に
あ
っ
た
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
病
気
に

対
す
る
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
☎
㉓

１
１
１
１
内
線
１
１
３
３
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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1,750,000

1,800,000

1,850,000
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医療費について
　　　　考えて  みましょう！
医療費について
　　　　考えて  みましょう！
医療費について
　　　　考えて  みましょう！
医療費について
　　　　考えて  みましょう！
医療費について
　　　　考えて  みましょう！
医療費について
　　　　考えて  みましょう！
医療費について
　　　　考えて  みましょう！
医療費について
　　　　考えて  みましょう！
医療費について
　　　　考えて  みましょう！
医療費について
　　　　考えて  みましょう！

　市が運営する国民健康保険（国保）などは、皆さん
が安心して医療を受けるための大切な制度です。
　しかし、医療費は増加傾向にあり、国保などの財
政はひっ迫した状況になっています。医療費を抑え
るためにはどのようにしたらよいか、皆さんもいっ
しょに考えてみましょう。

（人） （万円）

（年度）

加入者数 医療費

51,35751,357

51,80951,809 51,86351,863
51,49951,499

50,87950,879

2,153,5172,153,517

2,331,8742,331,874
2,401,9422,401,942

2,519,8522,519,852

51,357

2,153,517

51,809

2,331,874

51,863

2,401,942

51,499

2,519,852

50,879

49,56849,568

2,563,7862,563,786循環器系
（脳卒中や高血圧症、
心臓病など）

内分泌・栄養・代謝
（糖尿病など）

21.3％

5.4％5.4％

7.7％7.7％

13.7％13.7％
9.0％

4.4％4.4％

20.6％20.6％

消化器系
（胃や肝臓、歯の病気など）

6.5％6.5％

腎尿路生殖器系
（腎不全や尿路
  　結石症など）

11.4％11.4％

精神・行動障害
（認知症や気分障害など）

筋骨格系・結合組織
（関節症や神経痛、
　　　　  腰痛など）

呼吸器系
（ぜんそくや
　　肺炎など）

その他その他

新生物（がんなど）

17,75917,759

1,778,7121,778,712

1,001,5831,001,583

2,479,3952,479,395

22,0222,02922,029
21,29821,298

20,40420,404

19,46819,468

18,57318,573

1,777,6831,777,683

1,808,9251,808,925

1,823,1691,823,169
1,836,7071,836,707

1,756,2051,756,2051,777,683

21,298

1,808,925 20,404

1,823,169

19,468

1,836,707

18,573

1,756,205

平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19

（人） （万円）

（年度）

受給者数
医療費

平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19

□国保の加入者数と医療費の推移――グラフ１□疾病分類別医療費の構成割合――グラフ４

「国保の疾病分類別統計表」（平成19年度診療分）から

□老人保健の受給者数と医療費の推移――グラフ２

（円）

（年度）

医療費

平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19

□老人保健の受給者１人当たりの医療費の推移――グラフ３

806,974806,974

849,340849,340

893,535893,535

943,449943,449 945,569945,569

806,974

849,340

893,535

943,449 945,569

医
療
費
は

　

  

な
ぜ
増
え
る
の
？

医
療
費
の
現
状

医
療
費
の
増
加
を

　
　

  

抑
え
る
た
め
に

750,000

800,000

850,000

900,000

950,000

1,000,000

1,050,000

医療費
256億
3,786万円

医療費
256億
3,786万円



▼
天
草
市
企
業
誘
致
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
企
業
立
地
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
る
た
め
、
新
規
雇
用
者
数
が
10
人

（
増
設
の
場
合
は
５
人
）以
上
の
工
場

な
ど
の
う
ち
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
や

情
報
処
理
・
提
供
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

を
行
う
た
め
の
土
地
や
建
物
を
賃
借

す
る
場
合
に
、
賃
借
に
か
か
る
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
な
ど
。

▼
天
草
市
営
改
良
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
今
年
４
月
か
ら
、
市
営
改
良
住

宅
（
佐
伊
津
町
の
金
ヶ
丘
団
地
）
の

入
居
資
格
要
件
の
う
ち
、
入
居
者
の

収
入
上
限
額
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

▼
天
草
市
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
│
│
佐
伊
津
町
と
旭
町
の

そ
れ
ぞ
れ
一
部
で
漁
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
に

伴
い
、
使
用
料
の
額
を
定
め
る
も
の

な
ど
。

▼
天
草
市
漁
業
集
落
排
水
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
│
│
佐
伊
津
町
と

旭
町
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
で
漁
業
集
落

排
水
処
理
施
設
の
供
用
を
開
始
す
る

こ
と
に
伴
い
、
分
担
金
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
。

▼
天
草
市
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
│
│
簡
易
水
道

の
拡
張
工
事
に
伴
い
、
天
草
・
一
町

田
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
を
拡
大
す

る
も
の
な
ど
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
│
│
広
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
の
実
施
に
伴

い
、
本
庁
や
各
支
所
、
各
公
共
施
設

と
の
間
を
高
速
通
信
で
結
ぶ
た
め
の

機
器
な
ど
を
取
得
す
る
も
の
。

▼
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て（
２
件
）│
│

滞
納
市
税
を
徴
収
す
る
た
め
、
滞
納

者
が
第
３
債
務
者
（
消
費
者
金
融
会

社
）
に
支
払
っ
た
法
定
利
息
を
超
え

る
金
利
「
過
払
い
金
」
の
返
還
請
求

権
な
ど
を
差
し
押
さ
え
、
そ
の
支
払

い
を
求
め
た
が
、
期
限
ま
で
に
納
付

が
な
か
っ
た
た
め
、
訴
え
に
よ
り
支

払
い
を
求
め
る
も
の
。

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
│
│

４
月
１
日
か
ら
、
天
草
本
渡
斎
場
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
指
定

管
理
者
（
㈲
光
正
社
）
を
指
定
す
る

も
の
（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
）。

▼
公
有
水
面
埋
立
免
許
に
関
す
る
意
見

を
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
│
│
久

玉
町
大
ノ
浦
本
郷
地
区
と
深
海
町
桜

迫
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の
完
了
に

よ
る
換
地
処
分
に
伴
い
、
字
の
区
域

を
変
更
す
る
も
の
。

▼
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ

い
て
│
│
龍
ヶ
岳
御
所
浦
線
地
域
連

絡
推
進
改
築
（
離
島
）
事
業
に
伴
う

埋
め
立
て
工
事
に
よ
り
、
御
所
浦
町

に
道
路
用
地
と
し
て
あ
ら
た
に
生
じ

た
土
地
を
確
認
す
る
も
の
。

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
│
│
あ

ら
た
に
生
じ
た
土
地
を
御
所
浦
町
御

所
浦
字
瀬
戸
目
と
字
大
岩
に
編
入
す

る
も
の
。

▼
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い

て
│
│
市
道
１
路
線
を
廃
止
し
、
８

路
線
を
新
た
に
認
定
す
る
も
の
。

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）│
│
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
頭
数
の
増
加
な
ど
に
伴
う
有
害

鳥
獣
捕
獲
対
策
事
業
費
や
、新
和
・
五

和
地
区
へ
の
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
等
の

購
入
経
費
な
ど
、
歳
入
歳
出
の
予
算

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
７
億
１
、７
２
５

万
４
千
円
を
追
加
し
、５
１
６
億
５
、

１
３
６
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
老
人
保
健
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
漁
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
歯
科
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
斎
場
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
平
成
20
年
度
天
草
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
天
草
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

│
│
産
科
医
療
補
償
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

同
制
度
に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関

な
ど
で
出
産
し
た
と
き
は
、
出
産
育

児
一
時
金
35
万
円
に
３
万
円
を
上
限

と
し
て
加
算
し
、
支
給
す
る
も
の
。

▼
国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と

国
有
林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
た
ば
こ
税
増
税
反
対
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
市
民
の
雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る
実
効

的
な
対
策
を
天
草
市
に
求
め
る
決
議

に
つ
い
て

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

│
│
委
員
に
花
里
安
幸
氏
（
御
所
浦

町
御
所
浦
３
８
６
６
番
地
）
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
。

▼
同
│
│
委
員
に
宮
﨑
多
鶴
子
氏
（
栖

本
町
湯
船
原
１
１
８
１
番
地
）
を
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
。

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
ほ
か

19
件
。
平
成
19
年
度
決
算
に
つ
い
て

の
詳
細
は
12
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼「
国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進

と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め

る
意
見
書
」
提
出
を
求
め
る
請
願
書

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤

回
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
請
願
書

▼
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
等
に
関
す

る
請
願
書
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企
業
誘
致
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

  
条
例
の
制
定
な
ど
54
議
案
を
議
決

平
成
20
年 

第
６
回
市
議
会
定
例
会

　

平
成
20
年
第
６
回
市
議
会
定
例
会
が
12
月
２
日
か
ら
18
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
、
天
草
市
企
業
誘
致
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

や
、
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
７
億
１
、７
２
５
万
４
千
円
を

追
加
し
、
５
１
６
億
５
、１
３
６
万
８
千
円
と
す
る
平
成
20
年
度
天
草
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）な
ど
32
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
19
年
度
天
草
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど

20
件
の
決
算
関
係
議
案
が
認
定
さ
れ
、
同
19
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
整
備
工
事
な
ど
の

　
　
　
　

  

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
可
決

平
成
20
年 

第
５
回
市
議
会
臨
時
会

　

平
成
20
年
第
５
回
市
議
会
臨
時
会
が
11
月
21
日
に
開
か
れ
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
事
業
の
一
つ
で
あ
る
、
御
所
浦
〜
倉
岳
間
の
「
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
工
事
」
と
、「
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
整
備（
建
築
）工
事
」
の
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
契
約
の
金
額
は
、
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工

事
が
３
億
５
、１
２
６
万
５
、９
５
０
円
、
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
整
備
工
事
が
３

億
１
、７
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
に
係
る
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
決
定
し
た
こ
と
の

専
決
処
分
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出

認
定
さ
れ
た
議
案

同
意
さ
れ
た
議
案

不
採
択
と
な
っ
た
請
願

採
択
さ
れ
た
請
願

※
市
議
会
定
例
会
・
臨
時
会
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、

　

本
庁
・
総
務
課
行
政
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
２
１
４
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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平
成
19
年
度
普
通
会
計
の
歳
入
の

決
算
額
は
、
５
１
２
億
３
、６
８
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
財
源
別
に
見

る
と
、
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
１

２
５
億
３
、２
８
４
万
円
（
24
・
４

％
）。
一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
３
８

７
億
３
９
６
万
円
で
、
全
体
の
75
・

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
増
大
す
る
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
歳
入
の
確
保
を

図
り
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
会
計
の
歳
出
の
決
算
額
は
、

５
０
２
億
７
、５
５
５
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
目
的
別
で
見
る
と
、
一
番

多
く
使
わ
れ
た
の
は
民
生
費
で
１
２

９
億
４
、１
４
８
万
円
（
25
・
７

％
）。
続
い
て
総
務
費
、
公
債
費
、

衛
生
費
、
教
育
費
、
農
林
水
産
業
費

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
性
質
別
で

は
、
人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
の
義
務

的
経
費
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
、

２
５
８
億
９
、６
７
３
万
円
（
51
・

５
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
歳
出
の
詳
細
に
つ
い
て
は

14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地方交付税
231億5,717万円（45.3％）

民生費
129億4,148万円
（25.7％）

公債費
78億9,942万円
（15.7％）

公債費
78億9,942万円
（15.7％）

農林
水産業費
34億7,593万円
　　　（6.9％）

農林
水産業費
34億7,593万円
　　　（6.9％）

消防費 18億2,479万円（3.6％）
商工費 13億4,720万円（2.7％） 災害復旧費 3億7,754万円（0.8％）

議会費 2億5,429万円（0.5％）

地方譲与税
7億9,299万円（1.5％）

各種交付金
13億1,237万円（2.6％）

　 国庫支出金
48億6,865万円
　　  （9.5％）

自主財源
125億3,284万円
　　（24.4％）

自主財源
125億3,284万円
　　（24.4％）

依存財源
  387億396万円（75.6％）

依存財源
  387億396万円（75.6％）

県支出金
34億9,238万円
（6.8％）

市　債
50億8,040万円
　（9.9％）

普 通 会 計

入湯税
4,065万円（0.5％）

軽自動車税
1億9,136万円（2.4％）

市町村たばこ税
5億2,225万円（6.6％）

都市計画税
3億5,071万円（4.4％）

総務費
92億8,749万円
（18.5％）

歳入総額 512億3,680万円歳出総額 502億7,555万円

  市民税
31億3,447万円
（39.5％）

  市民税
31億3,447万円
（39.5％）教育費

42億3,949万円
（8.4％）

使用料・手数料  8億9,409万円（1.7％）
繰　入　金  7億   565万円（1.4％）
分担金・負担金  5億3,153万円（1.0％）
財 産 収 入  2億2,995万円（0.4％）
そ　の　他  6億4,491万円（1.3％）

　平成19年度の決算が、平成20年第６回市議会定例会で認定さ
れました。皆さんに納めていただいた大切な税金や、国や県から
の補助金がどのように使われたのかを知っていただくため、その
概要についてお知らせします（※金額は万円未満を四捨五入）。
※詳しいことは、本庁・財政課財政係☎㉓1111内線1362へ。

歳出を市民１人当たりにすると

52万4,288円
そ の 他そ の 他

6,589円

・議 会 費
・災害復旧費

商 工商 工 費商 工 費

1万4,049円

衛 生 費衛 生 費

5万4,492円

公 債 費公 債 費

8万2,377円

教 育教 育 費教 育 費

4万4,211円

農林水産業費農林水産業費農林水産業費

3万6,248円

総 務総 務 費総 務 費

9万6,853円

民 生民 生 費民 生 費

13万4,958円

消 防 費消 防 費

1万9,029円

土 木 費土 木 費

3万5,482円

　普通会計の歳出を市民１人当たりに換算する
と52万4,288円使ったことになります（平成
20年3月31日現在の住民基本台帳９万5,893人
で計算）。市税の収入は市民１人当たり８万
2,716円ですから、不足する44万1,572円は地
方交付税や国庫支出金、県支出金などで補って
いることになります。

52万4,288288円52万4,288円

※普通会計…全国共通のルールでつくられた会計
区分。一般会計と特別会計の一部（本市の場合
は歯科診療所・斎場事業）を合算したもの。

平成19年度

【
歳
入
】

▼
自
主
財
源
…
市
税
や
負
担
金
な
ど

で
、
市
が
自
主
的
に
収
入
し
て
得

る
も
の
。

▼
依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、
国
・

県
支
出
金
、
市
債
な
ど
。

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
市
の
施
設
を

使
っ
た
り
、
住
民
票
の
交
付
を
受

け
た
り
し
た
と
き
の
料
金
。

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
福
祉
サ
ー
ビ

ス
（
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
所
入

所
）
な
ど
特
定
の
利
益
を
受
け
た

人
か
ら
徴
収
し
た
お
金
。

▼
地
方
交
付
税
…
所
得
税
な
ど
、
国

が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
、
市

の
行
政
規
模
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

た
お
金
。

▼
市
債
…
国
や
県
、
金
融
機
関
か
ら

借
り
入
れ
た
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
…
公
共

事
業
な
ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と

し
て
、
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た

お
金
。

【
歳
出
】

▽
民
生
費
…
福
祉
全
般
の
事
務
、
事

業
に
使
っ
た
お
金
。

▽
総
務
費
…
住
民
票
発
行
事
務
や
課

税
徴
収
、
交
通
安
全
対
策
・
選
挙

事
務
、
庁
舎
管
理
な
ど
に
使
っ
た

お
金
。

▽
公
債
費
…
借
り
入
れ
た
お
金
を
返

済
す
る
た
め
に
支
払
っ
た
お
金
。

▽
衛
生
費
…
保
健
事
業
や
ゴ
ミ
処
理

な
ど
、
安
全
で
衛
生
的
な
生
活
の

た
め
に
使
っ
た
お
金
。

▽
教
育
費
…
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校

の
管
理
、
公
民
館
や
図
書
館
な
ど

の
事
業
や
体
育
振
興
に
使
っ
た
お

金
。

▽
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
、
水
産

業
な
ど
の
振
興
の
た
め
に
使
っ
た

お
金
。

▽
土
木
費
…
道
路
や
公
園
の
整
備
、

市
営
住
宅
の
管
理
な
ど
に
使
っ
た

お
金
。

▽
消
防
費
…
消
防
、
防
災
施
設
の
設

置
、
消
防
組
合
へ
の
負
担
金
や
消

防
団
活
動
な
ど
に
使
っ
た
お
金
。

▽
商
工
費
…
商
工
業
お
よ
び
観
光
の

振
興
に
使
っ
た
お
金
。

▽
人
件
費
…
市
議
会
議
員
や
市
職
員

な
ど
の
報
酬
や
給
与
。

▽
扶
助
費
…
障
が
い
者
や
高
齢
者
、

生
活
困
窮
者
な
ど
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
使
っ
た
お
金
。

▽
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
園

な
ど
の
施
設
の
整
備
な
ど
に
使
っ

た
お
金
。

▽
繰
出
金
…
下
水
道
や
国
民
健
康
保

険
な
ど
の
特
別
会
計
に
支
出
し
た

お
金
。

▽
補
助
費
等
…
外
部
団
体
な
ど
の
運

営
補
助
な
ど
に
支
払
っ
た
お
金
。

▽
物
件
費
…
旅
費
、
委
託
料
、
物
品

の
購
入
な
ど
に
使
っ
た
お
金
。

用
語
の
説
明

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
民
生
費

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
民
生
費

　   繰越金
15億9,483万円
  　（3.1％）

　   繰越金
15億9,483万円
  　（3.1％）

歳 入歳 入

固定資産税
36億9,244万円
（46.6％）

固定資産税
36億9,244万円
（46.6％）

歳
入
の
約
75
％
が
依
存
財
源

歳
入
の
約
75
％
が
依
存
財
源

土木費
34億248万円
　　　（6.8％） 市  税

79億
3,188万円

決算  報告

　　   衛生費
52億2,544万円
 （10.4％）

維持補修費
3億1,305万円（0.6％）
投資・出資・貸付金
1億1,875万円（0.2％）

義
務
的
経
費投

資
的

　

経
費

　

経
費

投
資
的

　

経
費

そ
の
他

　

  

経
費

【性質別分類】

物件費物件費
40億4,3444,344万円万円
　　　 （8.　　　 （8.2％）％）

補助費等
55億1,885万円
　　  （11.0％）

補助費等
55億1,885万円
　　  （11.0％）

公債費
78億9,942万円
     　（15.7％）

公債費
78億9,942万円
     　（15.7％）

普通建設事業費
66億9,680万円
        （13.3％）

普通建設事業費
66億9,680万円
        （13.3％）

繰出金
55億1,105万円
（11.0％）

繰出金
55億1,105万円
（11.0％）

物件費
43億3,443万円
　　　 （8.6％）

人件費
107億4,309万円
　　    （21.4％）

人件費
107億4,309万円
　　    （21.4％）

扶助費
72億5,422万円
        （14.4％）

扶助費
72億5,422万円
        （14.4％）

災害復旧事業費
3億7,754万円（0.8％）

積立金
15億835万円
　　 （3.0％）

基金現在高
借入金現在高

112億     93万円
627億2,275万円

市  税
79億3,188万円
（15.5％）

歳 出
【目的別分類】
歳 出

【目的別分類】
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　特別会計は、特定の事業を行
う場合に一般会計の歳入歳出と
区別して会計処理したほうが望
ましいときに、その設置が法律
や条例で認められており、本市
では17の特別会計を設けてい
ます。
　また、企業会計は商店や会社
などの民間企業と同じように、
その事業で得た収入をもって支
出をする独立採算制の会計で、
地方公営企業法により設置する
ものです。本市では水道事業と
病院事業を企業会計で処理して
います。
　それぞれの平成19年度の決
算は右表のとおりです。

歳出の主なもの

平成19年度決算報告

市の予算は
こんなことに使いました
市の予算は
こんなことに使いました

民生費

・施設入所、医療費など障がい
者福祉に・・・・・34億6,716万円
・介護保険、老人ホームなど高
齢者福祉に・・35億1,481万円
・保育所や児童館の運営など児
童福祉に・・・・・・・51億588万円
・生活保護、災害見舞金に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・8億5,363万円

・総務・企画全般、市所有の財
産管理、交通安全対策に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・78億8,655万円

・課税・徴収事務に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・7億2,840万円
・戸籍・住民登録事務に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億8,238万円
・県知事選挙など各種選挙事務
に・・・・・・・・・・・・・・・・2億1,298万円

・各種統計調査に・・・2,850万円
・監査事務に・・・・・・・・4,868万円

・各種の健康診査・予防事業、
斎場事業に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・31億4,400万円
・ゴミ・し尿処理に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・20億8,144万円

・教育委員会事務局経費などに
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・7億3,920万円
・小学校45校の管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億6,875万円
・中学校17校の管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4億616万円
・看護専門学校の管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億1,299万円
・幼稚園５園の管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億8,622万円
・生涯学習の推進や文化振興、
公民館の改修・管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・7億5,439万円

・スポーツ振興、体育施設の管
理運営に・・・・・・・2億7,518万円

・給食センターの管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・10億9,660万円

・園芸作物や果樹、畜産など農
業振興に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・10億1,713万円
・農地の基盤整備に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・8億1,909万円
・林道整備や間伐促進事業など
林業振興に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億1,611万円
・水産基盤整備など水産振興に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・13億2,360万円

・市道の維持補修・改良に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・17億9,145万円

・河川・排水路などの維持管
理・整備に・・・・1億4,113万円

・港湾の管理・建設に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億8,791万円
・街路整備や区画整理事業に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,949万円
・公園の整備・維持管理に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億9,974万円
・下水道事業に・・7億6,732万円
・市営住宅の管理・整備に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億1,544万円

・消防団、消防施設の整備に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・18億2,479万円

・観光宣伝事業や各種イベント
の補助に・・・・・13億4,720万円

民 生 費

総 務 費

教 育 費 土 木 費

農林水産業費

消 防 費

商 工 費

衛 生 費

特別・別・企業会計の企業会計の
　　　　決算状況　　　　決算状況
特別・別・企業会計の企業会計の
　　　　決算状況　　　　決算状況
特別・企業会計の
　　　　決算状況

□特別会計の決算
区　　分

国民健康保険
老人保健医療
介護保険
公共下水道事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業
浄化槽市町村整備推進事業
簡易水道事業
国民健康保険診療施設
歯科診療所
国民宿舎
埠頭事業
斎場事業
一町田財産区
新合財産区
富津財産区

歳　入
152億3,860万円
163億7,277万円
91億5,098万円
26億2,556万円
4億6,746万円
6,377万円

9億8,904万円
1億4,591万円
18億9,635万円
2億2,121万円
4,743万円
8,160万円
1,451万円

1億1,533万円
315万円
75万円
16万円

歳　出
148億9,252万円
163億4,207万円
85億4,548万円
26億2,556万円
4億6,746万円
6,377万円

9億8,901万円
1億4,589万円
18億8,564万円
1億9,717万円
4,410万円
6,674万円
1,445万円

1億1,085万円
4万円
2万円
1万円

□企業会計の決算
区　分

水道事業

病院事業

収益的収入
資本的収入
収益的収入
資本的収入

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出

15億5,017万円
9億　  67万円
34億4,617万円
1億6,350万円

14億5,430万円
16億9,709万円
35億1,076万円
2億7,762万円

歳　入 歳　出

食　費
（人件費）

医療費・学費
（扶助費）

借金の返済
（公債費）

光熱水費・生活用品
（物件費）

友人への援助・自治会費など
（補助費・貸付金など）

子どもへの仕送り
（繰出金）

家の増改築・車の購入
（普通建設事業費など）

その他
（積立金・維持補修費など）

合　　計

給　料
（市税）

パート収入
（使用料・手数料など）

親などからの援助
（地方交付税・国庫支出金など）

新たな借金
（地方債）

貯金の取り崩し
（繰入金）

その他
（繰越金など）

合　　計

収　　入 支　　出

46,400 円（  15.5％）

8,400 円（    2.8％）

196,800円（  65.6％）

29,800 円（    9.9％）

4,100 円（    1.4％）

14,500 円（    4.8％）

300,000円（100.0％）

62,900 円（  21.4％）

42,500 円（  14.4％）

46,300 円（  15.7％）

25,400 円（    8.6％）

32,300 円（  11.0％）

32,300 円（  11.0％）

41,400 円（  14.1％）

11,300 円（    3.8％）

294,400円（100.0％）

区　　分 金　　額 区　　分 金　　額

　　　　　収入の約65％を親などからの援助に頼
っている。支出では、食費や光熱水費、借金の返済
など必要経費が約60％も…。将来のゆとりある生
活のために節約しないといけない。預金残高は78
万7,000円、借金残高は440万7,000円。

メ　モ

▲天草支所の新庁舎落成

▲五足の靴百周年記念特別展を開催

▲浪床橋（新和町大宮地）が完成

▲社団法人・天草宝島観光協会が発足※資本的収支の不足額は、補てん財源を使って補っています。

平成19年度の
普通会計決算を

家計にたとえると…家計にたとえると…
１世帯の月収が30万円の場合



いい香りが楽しめる特産・青のり
～「青のり」の採集始まる～

　新和地区の大宮地川で、12月中旬から「青のり」の採集
が始まりました。１月６日には、寒風が吹く中、地元の人
たちが長靴やゴム手袋などを着用して川の中に入り、川底
の岩に生えた青のりを、ていねいに摘み取っていました。
採集した青のりは、天日で乾燥させるなどして、おみやげ
用などとして販売。地元の人たちは「しょう油をかけてご
飯に乗せると、香りがよく、おいしいですよ」と話してい
ました。青のりの採集は２月中旬まで行われます。

サンタさんからのプレゼントに大喜び
～御所浦保育所で「クリスマス会」実施～

　12月17日、御所浦保育所で「クリスマス会」が行われ
ました。これは同所が、保育所に入所していない乳幼児と
その保護者を対象に実施している子育て支援事業の参加者
に、楽しいひとときを過ごしてもらおうと開いたものです。
　当日は乳幼児とその保護者、合計23人が参加。クリス
マスにちなんだ楽しいダンスを踊ったり、絵本の読み聞か
せが行われた後、サンタさんからクリスマスプレゼントが
手渡され、子どもたちは大喜びしていました。

新年がよい年となりますように
～元日登山～

　１月１日、新合・富津・宮野河内の３つの地区振興会が
それぞれ、毎年恒例の「元日登山」を実施しました。
　新合地区の元日登山には、地区住民12人が参加。標高
466ｍの「頭岳」山頂を目ざして、午前５時50分に津留
神社を出発。前日から降り出した雪で足元が悪い中、参加
者は約１時間かけて無事、山頂に到着。残念ながら初日の
出は拝むことができませんでしたが、「新年がよい年とな
りますように」と、みんなで祈願していました。

観光客の増大に向けて！
～天草東海岸いやしの旅～

　御所浦・倉岳・栖本の３支所が、12月10日から同12日
にかけて、１泊２日と日帰りのモニターツアー「天草東海岸
いやしの旅」を実施しました。これは、天草東海岸地域へ
の観光客の増大などを図ろうと実施したものです。ツアー
には、熊本市などから合計23人が参加。倉岳地区では、棚
底石垣群や倉岳大えびす像などを見学後、アラ鍋料理を堪
能。参加者は「美しい景色や、珍しい名所・旧跡などがたく
さんあった。積極的にＰＲしてほしい」と話していました。

受験生に「置くとパス」などを贈る
～有明町商工会が合格祈願グッズを贈呈～

　特産のタコを生かして地域の活性化を図っている有明町
商工会が12月24日、有明中学校の３年生56人に、タコを
キャラクターにした携帯ストラップ「置くとパス」などの
グッズをプレゼントしました。この日、同商工会の職員ら
は、リップルランド内の“祈りダコ供養塔”前で受験の合格
祈願をした後、同校で生徒たちにグッズを贈呈。受け取っ
た生徒たちは「志望校に合格できるよう、机の上に置いて
受験に備えたい」と決意を新たにしていました。

親子いっしょに楽しいひととき
～ふれあい育児ミニフェスタ～

　12月21日、「ふれあい育児ミニフェスタ」が牛深総合
センターで開催され、41組・102人の親子が参加しました。
これは、ボランティアで育児支援を行う人たちでつくる“牛
深ふれあい育児ネットワーク”が実施しているもので、今
年で３回目。当日は、お話会やパネルシアター、食育に関
する劇などが行われたほか、親子でいっしょに作った折り
紙のコマを回して遊んだり、お正月の歌を歌ったりするな
ど、楽しいひとときを過ごしていました。

地域福祉、みんなで支えよう
～歳末たすけあいチャリティー～

　「歳末たすけあいチャリティー」と銘打ったコンサート
が12月21日、栖本福祉会館で開催されました。これは、
県共同募金会天草支会栖本支所が、赤い羽根共同募金運動
の一つとして毎年実施しているもので、今年で６回目。コ
ンサートでは、栖本地区の保育所園児のお遊戯や小学生の
合奏、中学生の合唱、地域住民の歌や踊りなどが披露され、
観客から大きな拍手が送られていました。なお、当日寄せ
られた募金は、栖本地区の福祉事業に役立てられます。

▲川底の岩に生えた「青のり」をていねいに採集

▲サンタさんといっしょに「ハイ、チーズ！」▲雪化粧した頭岳山頂で記念撮影！

▲倉岳大えびす像を見学する
　　　　　モニターツアー参加者の皆さん

▲受験のお守りとして人気の「置くとパス」と
　　　　　　　　　　　絵馬を手にする生徒たち

▲折り紙でコマを製作。「うまくできたかな～」

▲栖本小学校の児童たちが合奏を披露！
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倉 岳
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牛 深

12/21
栖 本

がしらだけ



無病息災、家内安全を願う
～福連木地区おねびしょ（鬼火焼）～

　１月７日、福連木地区の「おねびしょ」が福連木十五社
宮付近の広場で行われ、地域住民らが今年１年の無病息災、
家内安全を祈願しました。これは、福連木里づくり振興会
が実施しているもので、今年で３回目。竹などで組まれた
高さ約４ｍのやぐらが一気に燃え上がり、たくさんの炭火
ができると、竹先に付けた“もち”を焼き、早速おいしそうに
食べていました。また、振る舞いの“幸福ぜんざい”に舌鼓
を打つなど、住民の皆さんは７日正月を楽しんでいました。

夢を持ち、その実現に向け努力を
～知事出前ゼミ～

　１月14日、「知事出前ゼミ」が本渡南小学校で行われま
した。これは、蒲島郁夫・熊本県知事が子どもたちに夢を
持つことの大切さを伝えようと実施しているもので、今回
で７回目。天草では初開催。当日は、同校５・６年生約
190人や保護者などが参加。蒲島知事は「夢を持っていた
ことで、米国の大学に行くことができたし、知事にもなっ
た。皆さんには無限大の可能性がある。夢を持ち、その実
現に向けて努力してほしい」と語りかけていました。

多くの人出でにぎわう観光朝市
～しろう天草観光朝市・初市～

　本渡観光朝市運営協議会（植田繁雄会長）が行う「しろ
う天草観光朝市」の初市が１月11日、南川プロムナード（南
新町）で開かれました。当日は、地元産の新鮮な野菜や魚
などが販売されたほか、だご汁やブリ・タイの刺身、ブリ
大根などが振る舞われ、多くの人出でにぎわっていました。
　この朝市は、毎週日曜日の朝（10～３月は午前６時30
分から、４～９月は同６時から）、南川プロムナードで開
かれています。皆さんも、ぜひお出かけください。

歩き初めで“健康づくり”と“運だめし”
～新春通詞島ウォーク～

　１月11日、二江まちづくり振興会主催の「新春通詞島
ウォーク」が開催されました。この催しには、地区住民な
ど約120人が参加。通詞島集落センターをスタート・ゴー
ルとする約４㎞のコースで、ウォーキングを楽しみました。
　また、コース途中の弁天様の伝説が残る三天宮では、無
病息災などを願って地域の皆さんが作った赤飯“御供”が振
る舞われたほか、今年の運勢を占う「運だめし輪投げ」が
実施され、一投ごとに歓声が上がっていました。

おめでとう！ 新成人
～市内各地で成人式開催～

　１月３・４日、「成人式」が旧市町を単位とする９地区（牛
深地区は昨年８月に実施）で開催され、合計829人の新成人
が出席しました。本渡・有明・新和地区では、式典の企画
や運営などに新成人が実行委員として参加。河浦地区の式
典では、安田市長が「誇りと責任を持ち、明日の社会を築
く原動力となってほしい」とあいさつした後、新成人５人
が意見発表。海付真由子さん（富津）は「消防署勤務２年目。
さらに勉強を重ね、自己研鑽に努めたい」と発表しました。

日ごろの訓練の成果披露！
～消防出初式～

　新春恒例の「消防出初式」が１月11日、本渡運動公園
陸上競技場で行われ、消防団員ら約1,200人（うち女性消
防団員18人）が参加しました。出初式では、整列隊形や
規律などの通常点検や、地上20ｍのところに設置された
かごの中のボールを落とす放水競技などが実施され、消防
団員らが日ごろの訓練の成果を披露しました。
　なお、通常点検では牛深方面隊が、放水競技では御所浦
方面隊がそれぞれ優勝しました。

絵本朗読や歌などを親子で楽しむ
～子ども読書フェスティバル～

　１月10日、「子ども読書フェスティバル」が天草市民セ
ンター展示ホールで開催されました。当日は、有明地区の
大楠小学校３年生16人が教科書に掲載されている作品の
音読を、新合小学校読み聞かせボランティアグループ「ピ
ノキオ」がパネルシアターなどを披露。また、絵本作家の
中川ひろたか氏が、著作の絵本を感情豊かに朗読したり、
ギターを手に自作の歌を披露したりするなど、参加した親
子連れなど約350人は楽しいひとときを過ごしていました。

五和町二江地区が「にほんの里100選」に
～㈶森林文化協会などが全国100カ所の里を選定～

　五和町二江地区が１月６日、「にほんの里100選」に選ば
れました。これは、㈶森林文化協会などが、美しい里を未
来に残そうと実施したもので、全国から応募された4,474
件の中から100カ所を選定。二江地区は「沖合いにイルカ
が住みつき、１年中観察可能。男性の素潜り漁が盛んで、
天日干しの製塩業もある」などと高く評価されました。二江
まちづくり振興会の山下新吾会長は「今後も、二江の特色
を生かして地域づくりに取り組みたい」と話していました。

うみつき

さんてんぐう

ごくう

だいなん

2009 . 2 . 1 18市政だより 天草   No.6819

▲「もちはまだ焼けんどかねー」

▲小学校時代の恩師と記念撮影（河浦・一町田地区）

▲通常点検に臨む女性消防団員。
　　　　　　日ごろの訓練の成果を披露しました

▲ギターを弾きながら自作の歌を披露する中川ひろたか氏

▲「にほんの里100選」に選定された
　　　　　　　　　五和町二江地区の町並み

▲夢を持ち続けることの大切さについて語る蒲島知事

▲だご汁のサービスには長蛇の列ができるなど、
　　　　　　　多くの人出でにぎわっていました

1/11
本 渡

▲今年の運勢を占う輪投げ。「大吉に入ったかな？」

1/11
五 和

1/7
天 草

1/14
本 渡



　有明幼児園（長野章子園長・全園児46人）
は、五和町で最初に認可された保育園です。
昭和29年の創立以来55年間、「げんき、な
かよし、よいこ」を園訓に、子どもたちの
健やかな成長に努めています。
　本園では、心身ともに元気な子の育成を
目的に、野菜作りやクッキングなどの食育
活動、豊かな自然の中での多目的な戸外遊
びなどに取り組んでいます。また、人との
つながりを大切にし、仲良くできる子を目
ざした地域交流活動や、祖父母や小・中学
生とのふれあい遊びも実施。毎月第３水曜
日には、感性豊かなおとなになってもらお
うと「親子読み聞かせ会」を行っており、
子どもたちは毎回楽しみにしています。

「げんき、なかよし、よいこ」の保育

有明幼児園　

　

本
町
の
東
向
寺
保
育
園
（
岡
部

守
信
園
長
・
全
園
児
57
人
）
で
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
あ
っ
て
も
、

自
分
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
的
確

な
対
応
が
で
き
る
子
の
育
成
」
を

目
標
に
、
精
神
修
養
や
体
力
づ
く

り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
日
、
帰
る
前
に
は
１
分
間
の

座
禅
を
実
施
。
こ
れ
は
、
心
を
落

ち
着
か
せ
、
冷
静
に
物
事
を
判
断

す
る
力
を
養
お
う
と
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
園
庭
に
は
基
礎
体
力
を

高
め
る
た
め
の
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー

ス
や
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
を
設
置
。

30
ｍ
走
や
タ
イ
ヤ
跳
び
、
ボ
ー
ル

遊
び
な
ど
を
友
だ
ち
同
士
で
楽
し

く
行
う
こ
と
で
、
体
力
向
上
の
ほ

か
、
協
調
性
も
は
ぐ
く
ん
で
い
ま

す
。
食
欲
も
お
う
せ
い
に
な
り
、

昼
食
の
食
べ
残
し
が
と
て
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
状
況
に
あ
っ
て
も

的
確
な
対
応
が
で
き
る
子
に

東
向
寺
保
育
園　

　河浦町の富津小学校（村田十五郎校長・全
校児童42人）では、「人間尊重の精神を基盤
におき、心豊かな人間性と確かな学力を身
につけ、たくましく生きる子どもの育成」を
教育目標に、海辺の生物観察・ゴミ拾いや稲
作体験、環境保全などの活動に積極的に取
り組んでいます。また、平成10年度から４
～６年の児童全員で、和太鼓演奏「龍神太
鼓」などの練習にも励んでいます。これは、
みんなで力を合わせ、一つのことをやりぬ
く大切さを学んでもらおうと始めたもので
す。地域行事などでは、保護者らが端午の
節句の昇り旗でつくった衣装を身にまとい、
力強いバチさばきで迫力ある演奏を披露。
住民の皆さんにも大変喜ばれています。

富津小学校　

和太鼓演奏で地域を元気に！

　

本
渡
町
本
戸
馬
場
に
あ
る
苓
明

高
校（
黒
木
明
久
校
長
・
全
校
生
徒

５
１
６
人
）
で
は
、
毎
月
第
３
土

曜
日
に
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
19
年
２
月
に
警

察
と
合
同
で
実
施
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

同
年
４
月
か
ら
は
生
徒
た
ち
が
自

主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
清
掃
範

囲
は
、
学
校
か
ら
①
市
役
所
②
本

町
③
佐
伊
津
町
ま
で
の
３
区
域
。

収
集
し
た
ゴ
ミ
は
分
別
後
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
２
、０
０
０

人
の
生
徒
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
教
育
活
動
で
利
用
し

て
い
る
地
域
な
ど
を
清
掃
す
る
こ

と
に
よ
り
、
感
謝
の
心
を
育
て
る

と
と
も
に
、
環
境
美
化
へ
の
意
識

の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

苓
明
高
校　

環
境
美
化
へ
の

意
識
高
揚
を
図
る

　市内の身体障がい者療護施設に勤務して丸
４年。介助などのお世話をした後、笑顔での
「ありがとう」の一言にやりがいを感じていま
す。介護の知識・技術の向上を図ろうと昨年
３月、介護福祉士の資格を取得しました。初
心を忘れず、皆さんに喜んでもらえる介護サ
ービスを提供していきたいと思っています。

̶̶ 毎日の楽しみは？
　本を読むことです。４年
前に目の手術をして、小さ
い字もよく見えるようにな

りました。政治や文化の評論や随筆などが掲載された
総合雑誌などを愛読しています。
̶̶ 健康の秘訣は？
　体を動かすことと、近所の若い人たちと交流するこ
とですね。地元公民館の花壇の手入れを、みんなで楽
しみながら行っています。また、約20年前から自宅
の前にある神社を、１人で掃除しています。そのご利
益からか、大きな病気には一度もかかっていませんよ。

あきこ

あ
き
ひ
さ

も
り
の
ぶ

と
う
こ
う
じ

じゅうごろう
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岡部  藍 さん（本渡町本戸馬場・27歳）

玉川 ミサホ さん
（天草町高浜北・86歳）

生活発表会で
　座禅を披露しました
生活発表会で
　座禅を披露しました収集したゴミを分別する生徒の皆さん収集したゴミを分別する生徒の皆さん収集したゴミを分別する生徒の皆さん

みんなよい子で、仲が良く、元気いっぱい！みんなよい子で、仲が良く、元気いっぱい！力強いバチさばきを披露する児童たち力強いバチさばきを披露する児童たち

あい

天
草
市
長  

安
田
公
寛

　

先
日
、
テ
レ
ビ
番
組
の
放
送
作

家
な
ど
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

本
市
出
身
の
小
山
薫
堂
さ
ん
が
脚

本
を
担
当
し
た
映
画
「
お
く
り
び

と
」
を
、
本
渡
第
一
映
劇
で
鑑
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
山
さ
ん
が
初
め
て

映
画
の
脚
本
を
手
が
け
た
作
品
で
、

第
32
回
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
映

画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す
る

な
ど
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

　

葬
儀
の
際
に
遺
体
を
棺
に
納
め

る
納
棺
師
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
、

親
子
の
き
ず
な
や
夫
婦
愛
、
家
族

へ
の
想
い
を
、
と
き
に
は
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
表
現
し
た
、
お

も
し
ろ
く
て
、
せ
つ
な
く
て
、
そ

し
て
と
て
も
感
動
的
な
す
ば
ら
し

い
作
品
で
し
た
。

　

小
山
さ
ん
は
現
在
、
日
本
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
の
最
優
秀
脚
本
賞
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、
２
月
20

日
㊎
に
は
各
賞
の
発
表
と
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
す
。
最
優
秀
脚
本
賞

と
な
れ
ば
、
天
草
に
と
っ
て
も
明

る
い
話
題
に
な
り
ま
す
の
で
、
今

後
の
動
向
に
注
目
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

２
時
間
あ
ま
り
の
上
映
時
間
、

私
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
引
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
上
映
が
終

わ
り
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら

も
、
さ
わ
や
か
な
表
情
で
映
画
館

を
後
に
さ
れ
る
多
く
の
人
た
ち
の

姿
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

映
画
「
お
く
り
び
と
」
に
感
動

の
う
か
ん
し

こ
や
ま  

く
ん
ど
う

お
も



「
ホ
タ
ル
の
里
で
き
ら
め
く
城
河
原
」を
目
ざ
し
て

城
河
原
地
域
づ
く
り
振
興
会
（
松
下
修
二
会
長
）

　

平
成
14
年
の
振
興
会
発
足
以
来
、

〝
住
民
総
参
加
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、青
空
市
や
ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ
、

ホ
タ
ル
便
（
福
岡
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
活
動
）、
菜
の
花
植
栽
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
自
主
防
災
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
子
育
て
サ
ロ

ン
の
開
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

城
河
原
の
10
年
後
、
20
年
後
の
将

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
、

こ
の
ほ
ど
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
住
民
参
加
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
、

地
域
の
課
題
を
出
し
合
い
、
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
事

項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を

重
ね
ま
し
た
。

　

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
地
域
の

将
来
像
を
「
ホ
タ
ル
の
里
で
き
ら

め
く
城
河
原
」
と
定
め
、
５
つ
の

基
本
方
針
と
、
25
の
目
標
や
32
の

活
動
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
環
境
・
農
業
・
特
産
品
関
連

の
テ
ー
マ
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
位
置
付
け
、
各
種
施
策
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

城
河
原
が
よ
り
住
み
よ
い
地
域

と
な
る
よ
う
、
住
民
総
参
加
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地 域 づ く り
コ ー ナ ー

大迫 隼舵 くん

浄南町
平成20年２月29日生

父・誠さん　母・ひとみさん

泣かされてもやっぱりお兄ちゃん
大好き。わんぱくなはやたです！

本島 拓海 くん

牛深町
平成20年２月22日生

父・清孝さん　母・めぐみさん

本島家にスター誕生！超マイペー
スな行動にみんなメロメロ♡

榎田 心明 ちゃん

久玉町
平成20年２月１日生

父・昭一さん　母・好江さん

お姉ちゃん、いつも遊んでくれて
ありがとう♡

野口 奈々 ちゃん

本渡町本戸馬場
平成20年２月７日生

父・太志さん　母・真美さん

イタズラ大好き♡
コンセントだって抜いちゃうぞ♡

今福 澄仁 くん

有明町下津浦
平成20年２月23日生

父・民夫さん　母・美和さん

琴美姉ちゃん、大好き！
　これからもたくさん遊んでね♡

岡田 来夢 くん

五和町御領
平成20年２月９日生

父・拓也さん　母・かおりさん

わが家のいやし系です♡
７月にお兄ちゃんになります！！

　

平
成
19
年
４
月
に
、
地
域
学
校

安
全
指
導
員
と
し
て
県
の
委
嘱
を

受
け
、
現
在
、
倉
岳
小
学
校
区
内

の
巡
回
や
警
備
、
通
学
路
の
安
全

点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
地
域
全
体
で
守
る
た
め
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
19
年

度
か
ら
防
犯
の
専
門
家
な
ど
に
同

指
導
員
を
委
嘱
。
県
内
の
全
小
学

校
に
１
人
ず
つ
配
置
し
て
い
る
。

　

今
森
さ
ん
は
、
倉
岳
町
棚
底
の

郵
便
局
に
36
年
間
勤
務
さ
れ
、「
地

域
の
こ
と
に
詳
し
く
、
各
種
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
」
な
ど
の
理
由

か
ら
、
同
指
導
員
に
選
ば
れ
た
。

　

約
４
㎞
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
37
年

も
続
け
て
い
る
今
森
さ
ん
。「
足

腰
は
強
い
方
で
す
か
ら
」
と
朝
夕

の
そ
れ
ぞ
れ
約
１
時
間
、
登
下
校

す
る
小
学
生
に
同
行
し
な
が
ら
毎

日
、
徒
歩
で
巡
回
。
こ
れ
ま
で
に
、

横
断
歩
道
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
、
歩
道
拡
幅
、
大
型
野
犬
の
捕

獲
な
ど
を
県
や
市
に
依
頼
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け

た
ら〝
あ
い
さ
つ
〞な
ど
の
声
か
け

を
欠
か
さ
な
い
。「
事
件
や
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
見
守
る
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
気
持
ち
よ
く
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
ま
ず
は〝
あ
い
さ

つ
〞が
大
切
で
す
か
ら
」
と
語
る
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
「
危
険
箇

所
や
不
審
者
を
発
見
し
た
ら
、
す

ぐ
に
警
察
や
市
役
所
な
ど
に
連
絡

し
て
ほ
し
い
」。
ま
た
、「
子
ど
も

た
ち
を
元
気
づ
け
る
声
か
け
を
お

願
い
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
る
。

　
「
最
近
、地
域
の
各
種
団
体
も
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
と
て
も
心
強
い
。
子
ど
も
た

ち
の
安
心
・
安
全
な
学
校
生
活
に
、

私
も
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き

た
い
」。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
今
森
さ

ん
の
巡
回
・
警
備
が
今
日
も
続
く
。

　

先
日
、新
聞
に「
中
国
・
北
京
で
、

鳥
を
購
入
し
た
女
性
が
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
」
と
い
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
鳥
を

飼
っ
て
い
ま
す
が
、
安
全
な
の
で

し
ょ
う
か
？　
　
　
〔
匿
名
希
望
〕

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

国
立
感
染
症
研
究
所
に
よ
る
と
、

２
０
０
３
年
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
拡
大
し

て
い
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
に
は
、
野
鳥
（
特
に

カ
モ
な
ど
の
渡
り
鳥
）
が
深
く
関

与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
、
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
を
防
ぐ
に
は
、
鳥
小
屋

に
野
鳥
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
な
ど
で
飼
育
し
て
い
る

鶏
や
小
鳥
な
ど
に
は
毎
日
、
新
鮮

な
水
や
え
さ
を
与
え
て
観
察
し
、

鳥
小
屋
は
マ
ス
ク
な
ど
を
し
て
こ

ま
め
に
清
掃
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
清
掃
作
業
後
は
、
手
洗
い
や

う
が
い
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
飼
っ
て
い
る
鳥
な
ど
が

不
自
然
に
死
ん
で
い
た
り
、
近
所

で
複
数
の
野
鳥
な
ど
が
死
ん
で
い

る
の
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
素
手

で
触
れ
る
こ
と
を
避
け
、
直
ち
に

本
庁
（
別
館
）・
農
業
振
興
課
農

産
普
及
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
２

５
８
４
ま
た
は
牛
深
支
所
・
産
業

振
興
課
、
そ
の
他
の
支
所
・
産
業

建
設
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
本
庁（
別
館
）・

農
業
振
興
課
農
産
普
及
係
〕

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ
て
い
る

鳥
は
安
全
で
す
か
？

３月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝２月９日㊊まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は６人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

は や たた く み

こ 　 あな 　 な

す み とら い む

▼住民参加による
　ワークショップを実施

「安心・安全な学校生活に貢献したい」
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今 森  壽 さん（倉岳町棚底・68歳）
ひさし

皆
さ
ん
の
声
・
お
便
り
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

■
ハ
ガ
キ
・
封
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

・
〒
８
６
３
│
８
６
３
１
（
住
所
記

載
不
要
）
天
草
市
役
所
・
秘
書
課

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
㉒
７
０
１
６

■
市
長
へ
の
便
り
で

　

本
庁
や
各
支
所
、
公
民
館
な
ど
約
80

カ
所
に
備
え
て
あ
る
便
せ
ん
に
記
載

し
、
専
用
封
筒
に
入
れ
、
ポ
ス
ト
へ

投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

■
電
子
メ
ー
ル
で

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご
意
見
箱
」

コ
ー
ナ
ー
か
ら
送
信
。

※
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
と

き
は
、
必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

本
庁
・
秘
書
課
広
報
広
聴
係

☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
２
０
８

▲
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

（
計
画
書
）
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御所浦町御所浦
VoL.36

１億年の時代の流れを物語る“白亜紀の壁”

御所浦町御所浦

「市政だより天草」は再生紙を使用しています

【編集発行】
　熊本県天草市役所
　総務部秘書課広報広聴係
　〒863-8631 天草市東浜町8番1号
　TEL 0969-23-1111
　FAX 0969-22-7016
　URL http://www.city.amakusa.kumamoto.jp/
　E-mail hisyoka@city.amakusa.lg.jp

2009 . 2 . 1［No.68］

と  き

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

　御所浦町の外平地区にある「白亜紀の壁」。これは、高
さが200ｍ以上もあり、今から約１億年前の白亜紀から
の地層を見ることができます。また、恐竜の化石が数多
く見つかっており、日本最大級の肉食恐竜の歯や、草食
恐竜の骨などの化石も発掘されています。
　なお、この白亜紀の壁がある御所浦地区は、日本でも
有数の化石の産地であることなどから平成19年５月、
「日本の地質百選」に選ばれました。

▲明徳寺山門

　向陽山明徳寺は、天領となっ
た天草の初代代官・鈴木重成に
よって正保２（1645）年に建立
された曹洞宗の寺院です。開山
は石見国（現在の島根県西部）
出身の中華珪法和尚。
　明徳寺山門は享保２（1717）
年に建てられましたが、台風で
倒壊したため文化５（1808）年
に再建されました。天草にある
山門の中でも年代が古く、造り
の豪華さなどから「天草の陽明
門」と呼ばれていたといわれて
います。また、山門の中にある

２体の木造金剛力士像は天草随
一のものといわれており、厳し
い表情は威厳に満ちあふれてい
ます。この明徳寺山門は、貴重
な建造物として昭和33年５月、
市文化財に指定しました。

「明徳寺山門」（本渡町本戸馬場）
こうようさん

ちゅうかけいほう

いわみのくに

かいざん

ほかひら

　県広報コンクールで、「市政だ
より天草」が県広報協会賞（市部・
特選）を受賞。広報紙編集担当と
なって３年。お叱りを受けたこと
もありますが、「各地域の情報が
わかるので便利」などの声をいた
だくことも。今後もわかりやすく、
親しまれる広報紙を目標に！【空】

　昨年末、夜中に起きると天井が
回り立てなくなりました。受診す
ると貧血とのこと。「慢性的な金
欠」の持病はありましたがショッ
ク。そこで、鉄（錠剤）を飲むこ
とになりました。ひょっとしたら
半年後、体内には大判・小判がで
きているかもしれません。　【凡】

　先日、【松】くんと２人で消防出
初式の取材に行きました。放水競
技では、絶好のシャッターチャン
スと思った瞬間、水が降ってきて
体がびしょ濡れになりながらも、
カメラは絶対に濡らさないようタ
オルに包んでその場を走り去るこ
とに。いやー参りました。　【走】

　県広報コンクールで、天草市が
広報紙の部（市部）で特選となり、
県広報協会賞を受賞。さらに今回、
広報写真の部でも特選に。たくさ
んの人からお祝いの言葉をいただ
き、喜びでいっぱいです。広報担
当となって８年。有終の美を飾る
ことができました！…かな？【松】


